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                                  校長 長森　千枝

 チューリッヒ補習校では、幼児から高校生年齢まで一貫して学習が継続できます。子どもが
国語科の基礎的な力や学び方を身につけることで、学習が継続しやすくなります。漢字テスト
をすると、授業で習った漢字の読み書きができたり、できなかったりすることが確認できま
す。そのときは、できても、使わないと忘れてしまうため、繰り返し、読んだり書いたりして
使い慣れることで、漢字を覚えていきます。小学部以上は、４月の漢字総復習試験に向けて、
３学期に漢字の習熟に取組んでいきます。さらに、発達段階や各自の力に応じて、子どもが自
主的に日本語で読んだり、書いたりすることを楽しめるようになることで、負担を感じずに漢
字力を身につけていけます。字数が少なくても、振り仮名付きでもよいので、楽しく、慣れ親
しむことが大事です。 
 学習には、繰り返しが必要で、特に語学学習には、単語を覚えることが課されます。日本を
離れて、子どもが日本語の読み書きをするとき、読めない漢字や意味がわからない漢字があり
ます。漢字や熟語は、日本語の語彙でもあるため、読み書きしながら、できるようになるま
で、繰り返しが必要です。言い方を変えると、できるようになるまで、できないことを繰り返
すということでもあります。私たちは、成果をすぐに求めがちで、すぐにできるようにならな
いことに、いら立ちを覚えることもあります。練習しているうちに自転車に乗れたように、意
識して、目標に向かって経験を積み重ねることで、いつかできるようになったり、目標に近づ
いたりします。 
 とはいえ、子どもには現地校学習をする時間の他に、自分の時間も欠かせないため、補習校
の宿題や漢字テスト勉強をする時間配分が必要です。担任が漢字を覚える学び方を指導し、子
どもは、自分なりの漢字の覚え方や宿題のしかたを身につけています。まだ子どもに合った方
法を見つけられていなければ、伴走者となり、家庭で励まして支援をしていただき、必要に応
じて、担任あるいは学校にご相談ください。また、学ぶ時間を確保し、土曜日に図書室で勉強
している児童生徒がいます。仲間といっしょなら、宿題をする気力が上がるかもしれません。
土曜日午後、学習室も活用してください。 
 どの学年においても、土曜日の限られた２時間で、子どもたちは学習目標に向かい、書いた
り、話したり、発表したりする方法を学び、活動しています。「家庭で、子どもが補習校のこ
とを語らないため、どんなことを学習しているのかわからない。」と聞かせていただくことが
あります。整理して、自分の言葉で説明する言葉をもち合わせていないのかもしれません。そ
こで、学習したことをさらに習熟させるために、家庭において、補習校でした活動について興
味を示し、お子さんに尋ねて日本語や日本語以外の家族の言語で説明をさせるように声をかけ
てください。 

https://www.instagram.com/jszurich.hoshuko

 本年も、子どもたちが楽しく学べるようご支援をいただき、ありがとうございました。
 健康で楽しい冬休みをお過ごしになられ、よいお年をお迎えください。 

https://www.instagram.com/jszurich.hoshuko


お 知 ら せ

２０２６年

**月**日

**月**日

**月**日

３学期始業日

公開授業日

**月**日 ３学期終業日・修了式・卒業式　

後期連絡表配付

スポーツ休み

事務ネコ

お 願 い

休暇中は発行いたしておりません。

必要な場合は、十分余裕をもって早めに担任

にお申込みください。

ご希望の期日に添えない場合もあります。

休暇中は発行いたしておりません。

必要な場合は、十分余裕をもって早めに担任

にお申込みください。

ご希望の期日に添えない場合もあります。

補習校は、土曜日のみの学校です。

週日にいただいた質問などへの対応、返答に時間を

いただきます。特に学校休暇中は、返答までに十分

時間をいただきます。

ご理解のほどお願いいたします。

証明書発行証明書発行

開室日：12月**日・**日・**日

利用時間：9：00 ～ 14：00

利用について：貸出・返却のみ

貸し出し冊数：5冊まで（常時）

★新刊図書：学期中、長期休暇中ともに１冊まで

注意事項：

①返却は、もとの場所に戻す

　戻す場所がわからない場合は、返却コーナーに置く

②来校・下校の際は、必ず職員室に声をかける

特に１１時には、児童生徒の入れ替わりがある

ため、多くの利用者が図書室前に靴を並べます。

次の人が靴を踏まずに入れるように、入り口手前

脇に並べたり、指導してくださったりしている

保護者の方々、ありがとうございます。

図書室前の靴並べ
ご協力ありがとうございます

図書室 冬休みの利用について図書室 冬休みの利用について

図書室の利用について図書室の利用について

３学期行事予定３学期行事予定

補習校対応について補習校対応について

卒業式の日は授業もあり、

特別時間帯になります。

詳しくは３月に「お知らせ」を

配信します。

懇親会 家庭室利用
低学年を中心に家庭室（１１１教室）を利用して、横のつながりを密にし、親子で交流を深めら

れています。家庭室利用をご希望の際は、土曜日にお問い合わせいただき、事前に校舎使用願い

をご提出ください。

お子様が皆勤賞の対象となるかが不明な

場合は、担任にお尋ねください。 

皆勤賞皆勤賞
今年も実施します今年も実施します



　小学部の低学年の頃は、案外楽しかった漢字学習も学年が上がり、語彙が増えるにつれ困難

になってきます。ほとんどの漢字は、小３、４年までに習った漢字の部首や部分の組み合わせ

でできています。基礎をしっかり身につけることが大事です。

　そこで、本校では、国語学習の基礎である漢字を定着させるため、１９９６年に「校内漢字

検定試験」を発足させました。以後、毎年児童生徒の学習状況を見ながら改訂を加え、現在の

「漢字総復習試験」という形で、毎年４月の始業日に実施しています。  

校内漢字総復習試験が来年始業日に実施されます

試験の範囲

　出題は、小学部では、基本的に教科書巻末の新出漢字の語句とします。新出漢字の読み方、

書き方がわかりやすい一覧表になっていますので、これを勉強することによって今年度の漢字

を身につけることができます。新出漢字の他に、筆順、画数、部首、熟語などについては、各

担任が補充のプリントを配布することもあります。また、漢字ドリルから出題される場合もあ

ります。

　中学部は教科書と「あかねこ中学漢字スキル」からの出題です。詳しくは、担任が授業で出

題範囲や勉強の仕方を説明します。３学期は今年度の総復習と来年度の準備期間です。

この試験に向けて漢字に力を入れますので、保護者の皆様のご協力をよろしくお願いします。 

校内漢字総復習試験校内漢字総復習試験

放課後、冬休み、何しよう？



２０２６年 　**月**日 秋休み

　**月**日 入学式・新学期始業日 　**月**日 新入生学校説明会

漢字総復習試験（小２以上） 　**月**日 高等部・国際部高学年説明会

　**月**日 春休み 　**月**日 ２学期終業日

　**月**日 授業参観・懇談会 ２０２７年

　**月**日 運動会 　**月**日 ３学期始業日

　**月**日 漢字検定試験（希望者のみ） 　**月**日 公開授業日

　**月**日 １学期終業日 　**月**日 スポーツ休み

　**月**日 ２学期始業日 　**月**日 ３学期終業日・修了式・卒業式

　**月**日 授業参観・懇談会 後期連絡表配付

　**月**日 運営委員会主催まつり

　**月**日 前期連絡表配付

２０２６年度行事予定２０２６年度行事予定
前　期前　期 後　期後　期

お 礼 図書ボランティア図書ボランティア

９月２０日、２７日（土）、図書ボランティア
の方々が、図書カードの返却日 記入漏れに印
をつけてくださいました。貴重な​図書を皆が気
持ちよく利用​するための大切な作業です。​ご協
力をありがとうござい​ました。

報  告 １０月２１日（火）

・全日校、補習校の次年度行事予定が承認されました。

・学校授業料改定が決定されました。

・学校配信アプリが承認されました。

・広報、講習の進捗状況、教育活動、まつりなどの報告がありました。

運営委員会運営委員会第４・５回第４・５回

ご寄贈を賜りましたご寄贈を賜りました

　  厚く感謝申し上げるとともに、
 　 有効に使わせていただきます。

１１月１９日(水)よりメール開催

玉井副委員長の帰国に伴う後任、暫定委員選任につき、陳委員が承認され、１１月２１日付で決裁

されました。

図書カード整理図書カード整理

　まつり
「手作りパン・レモンソーダのお店」様　
 



  補習授業校オンライン
　　　　運営委員長会議
  補習授業校オンライン
　　　　運営委員長会議

１０月１５日(水)に、在外教育施設の運営責任者
とのネットワーク強化を図るべく、海外子女教育
振興財団により開催され、長森校長が視聴しまし
た。 
「魅力ある在外教育施設つくりに向けて」をテー
マに、講演「令和の日本型教育の実現をめざして
～次期学習指導要領改訂と学校進化の方向性～」
の他、財団 綿引理事長から、在外教育施設振興
法が期待する在外教育施設つくりのポイントにつ
いて説明がありました。
これらの考え方をもとにして、魅力ある、よりよ
い学校を目指します。 

小学部と幼稚部の入学募集説明会を実施し、
学校の様子をご覧いただきました。

説明会説明会

＜入学募集説明会＞11月15日（土）＜入学募集説明会＞11月15日（土）

＜高等部・国際部高学年クラス説明会＞
　　　　　　　　　　　11月29日（土）
＜高等部・国際部高学年クラス説明会＞
　　　　　　　　　　　11月29日（土）
高等部と国際部高学年クラスの説明会を
実施しました。

１２月７日（日）に在スイス日本国大使館広
報文化センターで開催され、スイス各地にあ
る継承語教育機関の９校から、運営委員・教
員・保護者が集まり、長森校長と他校兼務教
員３名が参加しました。  
SKN、フックス 美千代代表、
在スイス日本国大使館、
川原 剛広報文化センター長のご挨拶、
各教育機関の紹介、
東京外国語大学・ケルン大学の田島充士先生
による講演があり、各グループで、
情報交換、話し合いがありました。
お互いに学び合い、励まし合う親睦を兼ねた
交流の会で、継承語を学ぶ子どもたちのより
よい教育について、熱意あふれる情報交換や
ネットワーク強化がなされました。

第１２回SKNスイス継承日本語教育機関 
連絡会

第１２回SKNスイス継承日本語教育機関 
連絡会

知人の方にお知らせください。
入学準備のため、速やかな申請
をお願いします。

2026年度４月 
入園・入学募集中

アンケートにご協力いただき、誠にありがとう
ございました。高評価と多くの励ましのお言葉
をちょうだいしました。心より感謝申し上げま
す。学校をよりよくするために、皆様からの貴
重なご意見を参考にし、来年度の教育活動につ
なげていきます。
今後も、アンケートのみならず、日頃から、気
づきやご意見をお気軽に伝えていただければあ
りがたく思います。 

教育活動アンケートに関して教育活動アンケートに関して

★幼稚部　個別面談　
ご希望の場合、担任にご相談ください。

★幼稚部　個別面談　
ご希望の場合、担任にご相談ください。

★家庭室利用について　
校舎使用願い提出の際、使用状況に応じて調整など
が必要であれば、土曜日に、学校に相談してくださ
い。

★家庭室利用について　
校舎使用願い提出の際、使用状況に応じて調整など
が必要であれば、土曜日に、学校に相談してくださ
い。



放課後、今年度もオンラインでつながりました。教員は、学年別で
１０グループに分かれ、意見交換をして楽しく学び合いました。

全日校高橋孝之朗教諭の中学２年国語「立場を尊重して話し合
おう　討論で視野を広げる」の授業を参観し、研修しました。
生徒は、肯定側と否定側のグループに分かれ、「中学校卒業時
に進路を決めるスイスの制度」について、賛成か反対かを討論
しました。講話会で学んだこと、タブレットを活用して集めた
情報や、身近な人から聞いた話を根拠とし、多面的な視点か
ら、互いの立場を尊重しながら話し合い、視野を広げました。

研修会を実施研修会を実施

＜全日校 研修会＞ １１月７日（金）＜全日校 研修会＞ １１月７日（金）

＜補習校 研修会＞ １１月８日（土）＜補習校 研修会＞ １１月８日（土）

今年度も引き続き「主体的・対話的で深い学びの実現に
向けた手立てを探る」という研究主題のもと、補習校８
クラスで特別授業を行い、全日校派遣教員と補習校教員
が参観をしました。
放課後、全日校教員と補習校教員との合同研究討議会を
行いました。グループに分かれて、参観した授業の成果
や改善策を付箋に書き込みながら、「主体的・対話的で
深い学び」について協議しました。授業に、研修での学
びを生かしていきます。

＜ジュネーブ日本語補習学校とのオンライン合同研修会＞ １２月６日（土）＜ジュネーブ日本語補習学校とのオンライン合同研修会＞ １２月６日（土）

研究授業後の全日校研究討議会に、補習校教員が参加し、「主体的・対話的で深い学び」に
関する効果的な指導や支援について協議しました。補習校は、さまざまな分野で全日校の支
援を受けています。

渡辺道治先生　教員研修渡辺道治先生　教員研修
６月に全日校で講話会をしていただいた一般社団法人「教え方の学校」代表理事である
渡辺道治先生のオンライン研修会に、補習校・全日校教員が参加し、
特別支援と漢字指導について研修しました。
授業中の不適応行動は「感覚⇒認知⇒行動」の順で起こるため、
背景要因を知ることで、問題解決への道筋を見つけ、指導に生かすことを学びました。
また、漢字を記憶に定着させるには、「継続」が重要で、パターン化した５日間の分散学習
で効果的に復習をするメソッドを教わりました。
特に学習の初期段階では、「第二の脳」ともいわれる人差し指で
筆順を唱えながら書く「指書き」が脳への刺激となるため、指書き・
なぞり書き・写し書きという三つの刺激を組み合わせます。
早速、取り入れたクラスで効果が現れているという報告がありました。
漢字が学びやすくなる方法をご指導いただいた渡辺先生に、
心より感謝申し上げます。 

９月２９日(月)９月２９日(月)



ポイントである「力と角度」をコントロールすることを意識

しながら練習すると、ラリーが長く続くようになりました。

終盤では、一人ずつ有田先生の曲がるサーブを打ち返す特訓

にも挑戦し、子どもたちの卓球スキルがレベルアップしたよ

うです。体験をとおして日本語で体育の学習語彙を学ぶ時間

となりました。  

コンテストコンテスト
今年も多くの子どもたちが各種コンテストに参加し、すばらしい

結果が届きました。学んだことを生かして、努力して参加したか

らこそ得られたものです。

来年も積極的に参加して、日本語で表現し続けましょう。

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

海外子女教育振興財団主催 

第４６回 海外子女文芸作品コンクール

海外子女教育振興財団主催 

第４６回 海外子女文芸作品コンクール

クラーク記念国際高等学校賞 小１　Y. T.　またね、ばあば

 佳作　小５　L. I.　ゆきとけてしばふが見えたサッカーだ

「詩」の部 

優秀 小６

「俳句」の部 

第93回 

全国書画展覧会

第93回 

全国書画展覧会

　小３ 
　小６ 
　中２  
　中３  

金賞

　Y. T.
　L. M. 
　E. W.
　S. M.

M. T.　スイスでたたく日本の太鼓

全日校有田先生による国際部中学年での特別講義全日校有田先生による国際部中学年での特別講義

　　　　ことから、数学の普遍性と文化の違いの発見に、感嘆

　の声が上がりました。

全日校角方先生による特別講義全日校角方先生による特別講義

全日校の角方先生に、古文の学習に合わせた「和算」の講義をしていただき、

生徒は、江戸時代の数学に挑戦しました。動物の数を問う「鶴亀算」は、

現代のスイスでは「鶏羊算」として出題されている

11月1日(土)11月1日(土)

ウスター市の卓球クラブでも活躍されている全日校の有田先生に、「卓球が強くなるコツ」の

特別講義をしていただきました。

11月22日(土)11月22日(土)

角方先生手作りの和算書『塵劫記』（じんこうき）レプリカが

一人１冊贈られ、数学、歴史、古文の学びが得られる特別な

授業となりました。 



「被爆２世のお話を聞く」「被爆２世のお話を聞く」
長崎県出身で被爆２世の吉冨晃一さんに来校いただき、
特別講義・お話を聞く会が開かれ、国際部高学年生徒の
他、在校生とその保護者、教員が参加しました。 

当時１８歳だった母親が被爆したときの状況や、原爆手帳にまつわる話、さらには原爆投下の
約２か月前に米軍の潜水艦が端島(はしま)の石炭船を攻撃した出来事など、教科書には載って
いない貴重な内容を語ってくださいました。 
最後には、「アメリカの大統領は『原爆投下によって戦争が
終結し、多くのアメリカの若者が救われた。』と言っていたが、
本当に原子爆弾は必要だったのでしょうか」と、問いかけ、
深い余韻を残しました。 
参加者は、真剣に見聞きし、８０年前の出来事に思いを馳せ、
参加者の質問により、一人一人がさらに考えを深めました。
心に響くお話をありがとうございました。 

http://www.facebook.com/XmasCardsFromFriendsAroundTheWorld

クリスマスカードバンク田中拓男先生からの「東北被災地の子どもたちを支援するクリスマスカー
ド活動」への呼びかけにより、参加して９年目となります。子どもが心を込めて書いたカードを送
りました。今年は、少なかったことから、放課後、職員で作ったカードを送りました。来年、言葉
と工作で楽しく思いを伝えるカード作りに参加してください。
１１月１３日に田中先生から、お礼のメールが届きました。
　「早速クリスマスカードを送っていただき心より感謝しています。ありがとうございました。
　クリスマスカード活動は、今年で１５回目です。
　ブラジル以外海外からのカードが少なくなり皆様のカードは本当に貴重品です。
　こんなにたくさんのカード、とても可愛いカード、素晴らしいカード
　喜び、感動しながら被災地で受け取る子供達のあふれる笑顔を思い浮かべています
　本当に毎年の美しいカードにとても助けられています。
　今年も福島でカード展示会を予定しています。
　ぜひ福島の皆様にもこの憧れのスイスからのクリスマスカード
　楽しんでいただきたいです。
　本当にありがとうございました。感謝」

「被災地の子どもたちにクリスマスカードを届けよう！」プロジェクト「被災地の子どもたちにクリスマスカードを届けよう！」プロジェクト

『公式 facebook』↓↓１１月１１日に本校のカードが届きました。

本校の児童生徒が太鼓をたたくようになり１２年目となります。
部活動として、小学３年生から高等部までの１９名が１１月２２日から
練習を開始しました。
経験を積んでいる中学生と高校生が中心となり、指導しています。
日本の伝統文化の継承を担う子どもたちが、学年を超えて交流しながら
楽しく太鼓をたたき、保護者の支援を得て活動しています。

太鼓部 活動開始太鼓部 活動開始

国際部高学年での特別講義・学校教育活動国際部高学年での特別講義・学校教育活動

11月15日(土)11月15日(土)

http://www.facebook.com/XmasCardsFromFriendsAroundTheWorld
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小
学
部
四
年
一
組 

秋
休
み
の
思
い
出 

 

秋
休
み
の
思
い
出 

岩
本 

実
愛 

 

秋
休
み
に
ス
ペ
イ
ン
の
お
ば
さ
ん
の
家
に
行
く
の

が
、
楽
し
く
て
大
す
き
で
す
。
い
と
こ
と
遊
べ
、
か

わ
い
い
犬
と
も
走
り
回
れ
ま
す
。 

今
回
は
、
い
と
こ
と
初
め
て
自
分
の
ば
ん
ご
は
ん

を
作
り
ま
し
た
。
ハ
ン
バ
ー
グ
と
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
、

目
玉
や
き
で
す
。
と
て
も
上
手
に
で
き
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
え
い
画
を
見
て
ソ
フ
ァ
ー

で
い
っ
し
ょ
に
ね
ま
し
た
。 

秋
休
み
は
、
短
か
っ
た
け
れ
ど
、
楽
し
い
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
お
ば
さ
ん
の
家
に
行
き
た
い

で
す
。 

 

ぼ
く
の
秋
休
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

グ
ラ
ッ
ト
フ
ェ
ル
ダ
ー 

け
ん 

  

ぼ
く
の
秋
休
み
は
、
こ
う
始
ま
り
ま
し
た
。 

一
週
間
目
は
、
家
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。 

二
週
間
目
は
、
土
日
は
ド
イ
ツ
に
行
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
最
初
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
に
行
き
ま

し
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
か
ら
、
フ
ェ
リ
ー
で
メ
ル
ス

ブ
ル
グ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ホ
テ
ル
に
向

か
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
て
か

ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
向
か
い
ま
し
た
。
帰
り
に
飲
み

物
を
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
し
た

り
、
森
に
行
っ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

  

秋
休
み
の
思
い
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
い
と
う 

わ
た
る 

  

ぼ
く
は
、
家
族
で
ロ
ン
ド
ン
に
行
き
ま
し
た
。 

 

ぼ
く
た
ち
は
、
か
め
が
二
ひ
き
と
リ
ス
が
い
っ
ぱ

い
い
る
公
園
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
馬
の
交
代

式
を
見
ま
し
た
。
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

次
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く

た
ち
は
、
そ
こ
で
、
古
い
風
車
を
数
多
く
見
ま
し

た
。 

 

最
後
に
、
パ
リ
に
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
モ
ナ

リ
ザ
の
絵
の
写
真
を
た
く
さ
ん
と
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
が
ぼ
く
の
長
い
旅
行
で
し
た
。 

 

ル
ガ
ー
ノ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ザ
ノ
ン 

ゆ
な 

  

わ
た
し
は
、
ル
ガ
ー
ノ
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
ま
し

た
。
歩
い
た
道
の
名
前
は
、
「
く
り
の
道
」
と
い
う

名
前
で
し
た
。
道
の
長
さ
は
、
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

し
た
。
そ
の
道
で
は
、
く
り
を
拾
い
な
が
ら
歩
け
ま

す
。 道

の
と
ち
ゅ
う
で
、
妹
が
つ
か
れ
て
歩
け
な
く
な

っ
た
の
で
、
お
父
さ
ん
が
残
り
の
道
を
歩
い
て
、
車

で
む
か
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に
着
い
た

ら
、
わ
た
し
も
少
し
ね
む
か
っ
た
で
す
。 

夕
食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
る
予
定
で
し
た
。
で

も
、
ち
ゅ
う
車
場
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
、
ピ
ザ

を
買
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

雲
海 

 
 

 
 

 
 

 
 

シ
ャ
ン
ト
ル
イ
ユ 

ア
リ
ス 

 

わ
た
し
は
、
昨
日
、
家
族
で
山
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に

行
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か
ら
電
車
に
二
時
間

乗
っ
て
、
シ
ュ
ト
ー
ス
と
い
う
村
へ
行
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

シ
ュ
ト
ー
ス
は
、
く
も
っ
て
い
て
何
も
見
え
な
か

っ
た
の
に
、
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
山
の
上
に
登
る
と
、

真
っ
青
な
空
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
山
の
上
か
ら
見

る
と
、
空
が
海
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ゆ

め
の
よ
う
に
き
れ
い
で
し
た
。
母
が
、
「
こ
の
雲

は
、
雲
海
と
言
う
ん
だ
よ
。
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
山
の
上
は
、
本
当
に
き
れ
い
で
楽
し
か
っ
た
で

す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

秋
休
み
の
思
い
出 

室
井 

明 

  

秋
休
み
は
、
ど
こ
か
遠
く
へ
は
行
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
冬
に
日
本
へ
行
く
か
ら
で
す
。
休
み
中
は
、
少

し
だ
け
勉
強
を
し
ま
し
た
。 

 

姉
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
大
会
に
出
た
の

で
、
母
と
い
っ
し
ょ
に
テ
ィ
チ
ー
ノ
州
の
ベ
リ
ン
ツ

ォ
ー
ナ
へ
行
き
ま
し
た
。
一
ば
ん
と
ま
っ
て
、
姉
を

お
う
え
ん
し
ま
し
た
。
で
も
、
ゆ
う
勝
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 

そ
し
て
、
火
曜
日
に
ア
ク
ア
パ
ー
ク
へ
遊
び
に
行

き
ま
し
た
。
水
遊
び
が
好
き
な
の
で
、
楽
し
か
っ
た
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で
す
。
あ
と
は
、
ま
ん
画
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

あ
ま
あ
楽
し
い
秋
休
み
で
し
た
。 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

村
田 

湊
介 

  

ぼ
く
は
、
秋
休
み
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
行
き
ま
し

た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か
ら
電
車
で
六
時
間
か
か
り
ま

し
た
。 

駅
を
出
る
と
、
目
の
前
に
大
き
な
教
会
が
見
え
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
町
の
中
は
、
車
も
自
転
車
も

通
っ
て
い
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
船
が
荷

物
を
運
ん
だ
り
、
ゴ
ミ
を
集
め
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
古
い
建
物
の
間
に
、
小
さ
な
お
店
が
多
く
な
ら

ん
で
い
ま
し
た
。 

い
ち
ば
ん
楽
し
か
っ
た
の
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
と
い
う

小
さ
な
船
に
乗
っ
て
町
の
中
を
い
動
し
た
こ
と
で

す
。
ま
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
行
き
た
い
で
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
光
で
の
楽
し
い
一
日 リ

ュ
ッ
テ
ィ
マ
ン 

り
な 

 

 

秋
休
み
に
、
家
族
と
江 え

戸
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
日
光

江
戸
村
へ
行
っ
た
。
わ
た
し
は
、
念
願
だ
っ
た
に
ん

者
の
か
っ
こ
う
に
変
身
し
て
村
を
歩
い
た
。
に
ん
者

の
館
は
建
物
の
作
り
が
ふ
し
ぎ
で
、
め
い
路
か
ら
出

る
の
が
大
変
だ
っ
た
。 

し
ば
い
小
屋
で
は
、
に
ん
者
の
げ
き
を
見
た
。
か

っ
こ
よ
く
て
自
分
も
に
ん
者
に
な
っ
た
気
分
だ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
近
く
、
よ
う
か
い
た
ち
と
も
写

真
が
と
れ
て
大
満
足
。
お
昼
に
食
べ
た
黒
い
に
ん
者

ま
ん
も
お
い
し
か
っ
た
。 

一
日
中
い
て
も
あ
き
な
い
楽
し
い
村
で
、
み
ん
な

に
も
お
す
す
め
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

わ
た
し
の
大
す
き
な
ぼ
う
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ル
ー
テ
ィ
マ
ン 

莉
咲 

 
 

父
と
母
、
わ
た
し
の
三
人
で
、
イ
タ
リ
ア
の
遊
園

地
に
行
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
こ
わ
い
の
で
、
ジ
ェ

ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
は
あ
ま
り
乗
り
た
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
こ
わ
く
な
い
の
だ
と
思
っ
て

乗
っ
て
み
ま
し
た
。
と
て
も
速
く
て
、
兄
が
買
っ
て

く
れ
た
大
切
な
ぼ
う
し
が
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。
と
て

も
悲
し
く
て
、
な
み
だ
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

閉
園
後
、
ず
っ
と
待
っ
て
い
た
ら
、
お
じ
さ
ん
が

見
つ
け
て
持
っ
て
き
て
く
れ
て
、
う
れ
し
く
て
な
み

だ
が
出
ま
し
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
は
、
二

度
と
乗
り
ま
せ
ん
。 

 小
学
部
四
年
二
組 

ま
つ
り
の
思
い
出 

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
坂 

明
凜 

  

今
日
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
「
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
い
ち
ば
ん
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
金
魚
す
く
い

と
ヨ
ー
ヨ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
を
手
伝
っ
た
こ
と
で
す
。 

 

ゲ
ー
ム
を
し
に
来
た
人
た
ち
が
う
れ
し
そ
う
な
顔

を
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。 

金
魚
す
く
い
は
、
た
く
さ
ん
人
が
集
ま
っ
た
中

に
、
小
さ
い
子
も
交
じ
っ
て
い
た
の
が
か
わ
い
い
と

思
い
ま
し
た
。 

来
年
も
、
ま
た
し
た
い
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
内 

梨
央
奈 

 

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
と
金
魚
す
く
い
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

手
伝
う
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。 な

ぜ
な
ら
、
た
く
さ
ん
人
が
来
て
く
れ
る
よ
う

に
、
友
達
と
大
き
な
声
で
せ
ん
伝
し
た
か
ら
で
す
。 

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
言
う
言
葉
を
何
度
も
練
習
し

た
こ
と
は
大
変
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
こ
ち
ら
は
金

魚
す
く
い
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
一
フ
ラ
ン
け
ん
一
ま

い
で
、
一
回
で
き
ま
す
。
」 

お
手
伝
い
は
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
い
つ
か
し

た
い
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宇
田 

絢
芽 

 

わ
た
し
は
、
夏
祭
り
で
金
魚
す
く
い
の
店
員
さ
ん 

を
し
ま
し
た
。 

店
員
さ
ん
の
仕
事
は
、
お
客
さ
ん
が
来
る
と
、
ま

ず
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
遊
び
方
を
教
え
ま
す
。 

金
魚
す
く
い
は
大
人
気
で
し
た
。
人
が
た
く
さ
ん

来
た
の
で
、
と
て
も
い
そ
が
し
か
っ
た
で
す
。 
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わ
た
し
も
、
お
客
さ
ん
と
し
て
金
魚
す
く
い
を
し

ま
し
た
。
金
魚
が
な
か
っ
た
の
で
、
ボ
ー
ル
を
二
つ

す
く
い
ま
し
た
。 

お
昼
ご
飯
は
、
お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
ま
し

た
。 輪

投
げ
も
し
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

タ
ス
キ
ラ
ン 

コ
ラ
イ 

 

今
年
の
ま
つ
り
で
、
ぼ
く
は
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
と
金

魚
す
く
い
の
コ
ー
ナ
ー
を
手
伝
い
ま
し
た
。
い
ち
ば

ん
心
に
の
こ
っ
た
こ
と
は
、
お
客
さ
ん
と
の
会
話
を

練
習
し
た
こ
と
で
す
。 

ぼ
く
は
、
そ
の
言
葉
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。 

ま
ず
、
お
客
さ
ん
が
来
た
ら
、
ぼ
く
た
ち
が
、 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
」 

と
、
言
い
ま
す
。 

 

ぼ
く
は
、
ご
み
を
集
め
る
係
で
し
た
。
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
に
来
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
、
ヨ
ー
ヨ
ー
や
金
魚
を
す
く
っ
て

よ
ろ
こ
ん
で
い
る
様
子
を
見
て
い
る
の
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。
ク
ラ
ス
の
友
達
と
の
い
い
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー 

貴
空
生 

 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
金
魚
す
く
い
は
い
か
が
で 

す
か
。
」 

 

ま
つ
り
の
一
週
間
前
に
、
じ
ゅ
業
で
け
い
語
の
練

習
を
し
て
い
た
の
で
、
お
客
さ
ん
に
軽
や
か
に
声
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

「
上
手
で
す
ね
。
二
ひ
き
ど
う
ぞ
。
」 

 

じ
ゅ
業
が
終
わ
っ
て
一
フ
ラ
ン
け
ん
を
持
っ
て
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
走
っ
た
。 

 

し
ば
ら
く
輪
投
げ
に
熱
中
し
た
後
、
大
す
き
な
日

本
の
お
か
し
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
金
魚
す
く
い
に
行

っ
て
目
を
う
た
が
っ
た
。 

 

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
金
魚
が
一
ぴ
き
し
か
の
こ
っ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。 

 

ぼ
く
は
、
さ
い
後
の
一
ぴ
き
を
と
っ
て
、
ほ
こ
ら

し
い
気
持
ち
だ
っ
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

ぺ
セ
ン
テ
ィ 

エ
ミ
リ
オ 

 

ぼ
く
は
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
の
手
伝
い
が
「
楽
し

い
な
。
」
と
思
い
ま
し
た
。 

さ
い
初
は
ど
き
ど
き
し
た
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
わ

く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
。 

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
は
、
お
客
さ
ん
が
あ
ま
り
集
ま
ら

な
か
っ
た
の
で
、
来
て
く
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。 

金
魚
す
く
い
は
、
お
客
さ
ん
が
一
分
間
に
五
人
も

来
ま
し
た
。 

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
も
金
魚
す
く
い
も
、
手
伝
う
の
は

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 

そ
れ
か
ら
、
メ
ロ
ン
ソ
ー
ダ
が
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぺ
ー
タ
ー 

瑞
和 

 

  

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
と
金
魚
す
く
い
の
手
伝
い
を
初
め

て
し
た
の
で
、
め
っ
ち
ゃ
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。 

 

ま
つ
り
の
日
の
前
に
練
習
し
た
こ
と
は
、
十
分
間

で
、
ゆ
か
た
を
着
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。 

 

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
わ
た
し
が
お
客

さ
ん
の
ヨ
ー
ヨ
ー
を
持
っ
た
と
た
ん
、
大
き
な
音
が

し
て
ば
く
発
し
た
の
で
、
み
ん
な
び
っ
く
り
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
ゆ
か
た
が
少
し
ぬ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
川 

佳
乃 

 
 

 

今
日
は
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
お
手
伝
い
で
き
た

こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

ぼ
く
は
、
金
魚
す
く
い
と
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
で
、
み

ん
な
が
、
え
が
お
だ
っ
た
の
を
見
て
、
平
和
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。 

 

ク
ラ
ス
の
友
達
だ
れ
も
が
、
同
じ
た
い
ど
で
お
客

さ
ん
に
や
さ
し
く
せ
っ
し
て
い
ま
し
た
。 

 

ぼ
く
は
、
そ
の
光
景
か
ら
祭
り
全
体
を
見
わ
た
し

て
、
あ
ち
こ
ち
で
、
え
が
お
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。 

 

口
げ
ん
が
な
ど
も
一
切
な
く
て
、
み
ん
な
が
楽
し

ん
で
い
る
こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 

来
年
も
、
と
て
も
楽
し
い
夏
祭
り
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

 

中
学
部
二
年 

意
見
文 

「
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿
題
を
す
る
こ
と
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヴ
ュ
ー
ス
ト 

ユ
リ
ウ
ス 

  

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿
題
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
僕
は
賛
成
だ
。
理
由
は
、
二
つ
あ
る
。 

 

第
一
に
、
使
い
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
、
と

て
も
効
率
的
に
作
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。 



7 

 

 
僕
自
身
、
日
本
語
で
あ
ま
り
上
手
に
書
け
な
い
か

ら
、
作
文
を
書
く
と
き
に
と
き
ど
き
使
用
す
る
。
ド

イ
ツ
語
で
書
い
た
も
の
を
、
日
本
語
に
翻
訳
す
る
た

め
だ
。 

 

第
二
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
宿
題
だ
け
で
な
く
、
テ
ス

ト
勉
強
に
も
と
て
も
役
立
つ
。 

 

具
体
的
に
は
、
テ
ス
ト
に
向
け
て
準
備
す
る
と
き

に
、
僕
の
疑
問
や
問
い
か
け
に
す
ぐ
に
対
応
し
、
あ

る
程
度
正
確
な
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
。
実
際
に
、

「C
h
a
t
G
P
T
-

四
０
を
は
じ
め
と
す
る
五
種
類
の
生
成

Ａ
Ｉ
が
米
国
の
医
師
国
家
試
験
『S

t
e
p

三
』
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、C

h
a
t
G
P
T
-

四
０
は
驚
異
的

な
正
答
率
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
記
録
し
、
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
（
「M

E
D
I
C
A
L
 

A
I
.
G
O
A
L

」
） 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
ば
か
り

だ
と
、
じ
っ
く
り
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
な
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
膨
大
な
量
の
情
報
と
知
識

を
も
っ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
便
利
だ
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
僕
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿

題
を
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

 

参
考
資
料 

・
株
式
会
社
Ｍ
Ｌ
Ｐ
「M

E
D
I
C
A
L
 

A
I
.
G
O
A
L

」 

h
t
t
p
s
:
/
/
m
e
d
i
c
a
l
-
a
i
-

g
o
a
l
.
j
p
/
b
l
o
g
/
c
h
a
t
g
p
t
4
o
-
k
o
k
u
s
h
i
-
9
8
p
e
r
c
e
n
t
/
 

二
○
二
五
年
十
一
月
八
日
閲
覧 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

小
山 

太
久
海 

  

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿
題
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
僕
は
反
対
だ
。
理
由
は
、
二
つ
あ
る
。 
 

 

第
一
に
、
僕
は
Ａ
Ｉ
に
宿
題
を
全
て
任
せ
る
の

は
、
自
分
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
思
う
。
宿
題
は
自

分
の
力
で
考
え
、
学
ん
だ
こ
と
を
定
着
さ
せ
る
た
め

に
あ
る
と
、
僕
は
考
え
る
か
ら
だ
。 

 

第
二
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
答
え
が
全
て
合
っ
て
い
る

と
は
限
ら
ず
、
誤
っ
た
知
識
を
身
に
付
け
て
し
ま
う

危
険
が
あ
る
。
Ａ
Ｉ
に
宿
題
を
さ
せ
て
答
え
が
間
違

っ
て
い
た
場
合
、
先
生
に
よ
る
が
、
そ
の
宿
題
を
し

直
さ
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
日
経
新
聞
に

よ
る
と
、
「C
h
a
t
G
P
T

は
、
さ
も
本
当
の
こ
と
を
言

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
間
違
え
る
」
と
い
う
。

（
「
教
育
とI

C
T
O
n
l
i
n
e

」
） 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
人
間
も
間
違
え
る
こ
と
が
あ

る
か
ら
、
よ
り
正
確
な
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
も
い
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

 
し
か
し
、
最
良
の
選
択
は
Ａ
Ｉ
を
使
い
つ
つ
、
ネ

ッ
ト
で
信
ぴ
ょ
う
性
が
い
ち
ば
ん
高
い
情
報
に
頼
る

こ
と
だ
と
思
う
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
僕
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿

題
を
す
る
こ
と
は
、
最
適
で
は
な
い
と
考
え
る
。 

 

参
考
資
料 

・
日
経
Ｂ
Ｐ
「
教
育
とI

C
T
O
n
l
i
n
e

」 

h
t
t
p
s
:
/
/
p
r
o
j
e
c
t
.
n
i
k
k
e
i
b
p
.
c
o
.
j
p
/
p
c
/
a
t
c
l
/
1
9

/
0
6
/
2
1
/
0
0
0
0
3
/
0
8
1
6
0
0
4
7
4
/
 

二
○
二
五
年
十
一
月
八
日
閲
覧 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ド
ゥ
ン
シ
ュ 
大
喜 

  

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿
題
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
僕
は
反
対
だ
。
理
由
は
、
二
つ
あ
る
。 

 

第
一
に
、
自
分
で
宿
題
に
取
り
組
め
な
く
な
る
。 

 

具
体
的
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
い
る
と
、
自

分
で
考
え
な
く
な
る
の
で
、
宿
題
が
で
き
な
く
な

る
。
そ
し
て
、
テ
ス
ト
で
も
い
い
点
数
を
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。
実
際
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
す

る
こ
と
で
「
思
考
力
が
落
ち
る
」
と
感
じ
る
人
の
声

が
多
く
の
投
稿
に
あ
る
。
（
「n

o
te

」
） 

第
二
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
が
な
く
な
る
。 

例
え
ば
、
い
つ
も
生
成
Ａ
Ｉ
の
意
見
を
真
似
し
て

い
る
と
、
自
分
の
意
見
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
に
で
き
な
く
な

る
と
、
友
達
も
い
な
く
な
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
も
い
い
」

と
い
う
考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
依
存
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク

が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

て
い
な
い
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
僕
は
宿
題
を
す
る
と
き
に
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
考
え
る
。 

 
 参

考
資
料 

・
「n

o
te

」h
t
t
p
s
:
/
/
n
o
t
e
.
c
o
m
 

二
○
二
五
年
十
一
月
八
日
閲
覧 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ニ
ュ
エ
ン 

愛
子 

  

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿
題
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
私
は
賛
成
で
も
あ
り
、
反
対
で
も
あ
る
。 

 

賛
成
の
理
由
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
と
て
も
わ
か
り
や

す
く
問
題
の
答
え
を
教
え
て
く
れ
、
す
ぐ
に
答
え
を

く
れ
る
か
ら
だ
。 

https://medical-ai-goal.jp/blog/chatgpt4o-kokushi-98percent/
https://medical-ai-goal.jp/blog/chatgpt4o-kokushi-98percent/
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例
え
ば
、
い
つ
も
宿
題
を
す
る
と
き
に
助
け
て
く

れ
る
親
の
時
間
が
な
か
っ
た
ら
、
代
わ
り
に
生
成
Ａ

Ｉ
か
ら
助
け
を
簡
単
に
も
ら
え
て
、
と
て
も
役
立

つ
。 

 

反
対
の
理
由
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
過
ぎ
る
と
、

ど
ん
ど
ん
怠
け
者
に
な
り
、
全
部
の
答
え
を
き
い
て

し
ま
う
よ
う
に
な
る
か
ら
だ
。
そ
う
す
る
と
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
な
く
な
り
、
他
者
の
ア
イ
デ
ア
に
な

っ
て
し
ま
う
。 

 

例
え
ば
、
文
集
「
と
ん
が
り
ぼ
う
し
」
に
は
、
自

分
の
気
持
ち
や
ど
う
思
っ
た
か
に
つ
い
て
書
く
の

で
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
全
て
の

宿
題
を
す
る
こ
と
に
賛
成
だ
」
と
い
う
考
え
も
あ
る

だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
も
い
い
が
、
使
い

過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿

題
を
す
る
こ
と
は
、
部
分
的
に
は
よ
い
と
考
え
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ビ
ア
ト 

エ
ダ 

 
 

  

生
成
Ａ
Ｉ
を
宿
題
に
使
う
こ
と
に
、
私
は
賛
成
で

も
あ
り
、
反
対
で
も
あ
る
。 

賛
成
の
理
由
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
き
く
と
、
ど
ん
な

問
題
で
も
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ

る
か
ら
だ
。 

具
体
的
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
く
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
作
成
な
ど
に
と
て
も
役
立
つ
。
正
答
率
も
高
く
、

「C
h
a
t
G
P
T

に
二
〇
二
五
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
を
解
か
せ
た
と
こ
ろ
、
正
答
率
が
九
割
を
超
え
た

こ
と
が
、
Ａ
Ｉ
導
入
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
手

掛
け
るL

i
f
e
P
r
o
m
p
t

の
取
組
み
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
」
（
「R

e
s
e
M
o
m

」
） 

 

反
対
の
理
由
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
頼
り
す
ぎ
る
と
、

自
分
で
考
え
る
力
が
弱
く
る
か
ら
だ
。
生
成
Ａ
Ｉ

は
、
間
違
え
る
こ
と
も
あ
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
が
出
し
た

答
え
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
の
時
間
と

労
力
が
取
ら
れ
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
わ
ず
、
自
分

の
力
で
全
て
取
り
組
む
べ
き
」
と
い
う
考
え
も
あ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
上
手
に
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
る
し
、
こ
れ
ほ
ど
便
利
な
も
の
を
使
わ

な
い
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
宿
題
に
使
う
と

き
は
、
使
い
方
を
工
夫
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。 

 
 参
考
資
料 

・
株
式
会
社
イ
ー
ド
「R

e
se

M
o

m

」

h
t
t
p
s
:
/
/
r
e
s
e
m
o
m
.
j
p
/
a
r
t
i
c
l
e
/
2
0
2
5
/
0
1
/
2
2
/
8
0
4

0
8
.
h
t
m
l
 

二
○
二
五
年
十
一
月
八
日
閲
覧 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

フ
ー
バ
ー 

ル
カ 

 
 

  

僕
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
大
嫌
い
だ
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
使

う
人
間
は
、
と
て
も
だ
ら
し
な
い
人
だ
と
思
う
。 

 

そ
の
た
め
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿
題
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
僕
は
反
対
だ
。
理
由
は
、
二
つ
あ

る
。 

 

第
一
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
え
ば
使
う
ほ
ど
、
思
考

力
が
弱
く
な
り
、
頭
が
悪
く
な
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
質

問
す
る
と
答
え
が
得
ら
れ
る
の
で
、
自
分
の
頭
を
使

わ
な
く
な
る
。 

 

第
二
に
、
フ
ェ
イ
ク
情
報
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
実
際
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
「
信
頼
で
き
る
著
作

物
だ
け
で
な
く
、
誤
っ
た
情
報
源
も
同
列
に
学
習

し
、
も
っ
と
も
ら
し
い
誤
情
報
を
作
り
出
し
て
し
ま

い
ま
す
。
」
と
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
（
「
コ
ン
タ
ク

ト
セ
ン
タ
ー
の
森
」
） 

 

例
え
ば
、
学
校
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
授
業
を
受
け
た
と

き
、
Ａ
Ｉ
に
質
問
し
た
内
容
と
全
然
違
う
情
報
が
提

示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
す
る
と
、

時
間
を
有
効
に
使
え
て
、
別
の
こ
と
を
す
る
時
間
が

で
き
る
」
と
い
う
考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
僕
は
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
ひ
ど
い
発
明
だ
と

思
う
。
皆
に
は
、
宿
題
を
自
分
で
し
て
ほ
し
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
僕
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿

題
を
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
だ
め
だ
と
考
え
る
。 

 

参
考
資
料 

・
リ
ー
ド
プ
ラ
ス
株
式
会
社
「
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ

ー
の
森
」 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
l
o
u
d
-

c
o
n
t
a
c
t
c
e
n
t
e
r
.
j
p
/
b
l
o
g
/
w
h
a
t
-
a
r
e
-
t
h
e
-

d
i
s
a
d
v
a
n
t
a
g
e
s
-
o
f
-
g
e
n
e
r
a
t
i
v
e
-
a
i
.
h
t
m
l
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フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
ハ
ウ
ス 

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト 

 
 

  

僕
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿
題
を
す
る
こ
と

に
、
賛
成
だ
。
理
由
は
、
二
つ
あ
る
。 

 

第
一
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
え
ば
、
親
や
先
生
に
迷

惑
を
か
け
ず
に
、
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
か
ら

な
い
言
葉
や
計
算
が
あ
る
と
き
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
質
問

す
れ
ば
、
す
ぐ
に
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
。 
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そ
の
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
誰
か
に
き
か
ず
に
自
分
の

力
で
学
べ
、
自
立
し
て
勉
強
で
き
る
。
ニ
フ
テ
ィ
株

式
会
社
が
運
営
す
る
子
ど
も
向
け
サ
イ
ト
「
ニ
フ
テ

ィ
キ
ッ
ズ
」
の
調
査
に
よ
る
と
、
「
小
中
学
生
の
約

四
割
が
勉
強
や
宿
題
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
」
し
て
い
る
そ

う
だ
。
（
「P

R
T
I
M
E
S

」
） 

 

第
二
に
、
携
帯
電
話
さ
え
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
え
る
。 

 

具
体
的
に
は
、
電
車
の
中
や
外
出
先
で
も
、
思
い

つ
い
た
と
き
す
ぐ
に
、
宿
題
の
調
べ
物
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う
こ
と
は
、

自
分
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
も
あ
る

だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
宿
題
の
全
て
に
で
は
な

く
、
補
助
的
に
使
用
す
れ
ば
、
時
間
の
節
約
に
も
な

り
、
勉
強
の
効
率
も
上
が
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
僕
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿

題
を
す
る
こ
と
は
、
問
題
な
い
と
考
え
る
。 

 

参
考
資
料 

・
ニ
フ
テ
ィ
株
式
会
社
「P

R
T

IM
E

S

」

h
t
t
p
s
:
/
/
p
r
t
i
m
e
s
.
j
p
/
m
a
i
n
/
h
t
m
l
/
r
d
/
p
/
0
0
0
0
0
0
3

8
2
.
0
0
0
0
2
3
3
8
3
.
h
t
m
l
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リ
ュ
ッ
テ
ィ
マ
ン 

彩
乃 

 
 

  

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宿
題
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
私
は
反
対
だ
。
理
由
は
、
二
つ
あ
る
。 

 

第
一
に
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
取
れ
な
く
な
る
。
長
時
間
Ａ
Ｉ
を
使
う
と
、
自
分

で
考
え
る
力
が
な
く
な
っ
て
、
と
う
と
う
人
と
話
す

こ
と
も
面
倒
く
さ
い
と
思
っ
て
、
話
せ
な
く
な
る
。 

 

第
二
に
、
と
き
ど
き
生
成
Ａ
Ｉ
は
正
し
く
な
い
答

え
を
教
え
る
。
正
確
で
完
璧
な
答
え
を
く
れ
る
と
き

も
あ
る
が
、
間
違
っ
て
い
る
と
き
も
あ
る
の
で
、
Ａ

Ｉ
を
い
つ
も
信
じ
な
い
ほ
う
が
よ
い
。
実
際
に
、

「C
h
a
t
G
P
T

の
回
答
の
精
度
に
関
し
て
の
調
査
が
あ

り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
パ
デ
ュ
ー
大
学
の
研
究
者

は
、C

h
a
t
G
P
T

が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
関
連
の
回
答
を

し
た
際
の
精
度
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
中
略
）
す
る
と
、
五
一
七
件
中
、
誤
り
が
あ
っ
た

回
答
が
二
六
九
件
と
、
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
上

り
ま
し
た
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
「h

ito
b

o

」
） 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
生
成
Ａ
Ｉ
に
答
え
を
き
い
た

ほ
う
が
早
く
宿
題
を
終
わ
ら
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
考

え
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
私
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
宿
題
の
答
え
を
教
え

て
も
ら
う
よ
り
、
そ
の
宿
題
の
答
え
を
ど
の
よ
う
に

出
す
か
に
つ
い
て
だ
け
教
え
て
も
ら
う
べ
き
だ
と
考 

え
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
宿
題
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
使

う
こ
と
に
反
対
だ
。 

 

参
考
資
料 

・
ア
デ
ィ
ッ
シ
ュ
株
式
会
社
「h

ito
b

o

」 

h
t
t
p
s
:
/
/
h
i
t
o
b
o
.
i
o
/
b
l
o
g
/
c
h
a
t
g
p
t
-
e
r
r
o
r
s
-

c
a
u
s
e
s
-
a
n
d
-
s
o
l
u
t
i
o
n
s
/
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